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あとがき 

 

SPACE を公開して４年になります。元々、SPACE は鉄骨構造応力解析

用に開発されたシステムですが、このシステムを利用して鉄筋コンクリ

ートや木造など異なった構造を解析しようという試みは開発当初から

存在しました。システムを公開したときは、他の研究室や構造事務所な

どで木質構造の解析が実施できるようにしようとは思ってもいません

でした。学生達の 6年間の成果と苦労を考え、また SPACE で木質構造の

解析が可能となることで、尐しでも若い研究者に役立つことを期待して

木質構造解析システムの公開に踏み切ったわけです。 

 山田昌昭氏が 6年前、私の研究室にゼミ生として配属され、木質構造

の勉強をしたいと告げたとき、私自身当惑しました。当時、木質構造に

ついての専門的知識はほとんどなく、指導することに不安を感じたから

です。彼自身の努力で研究を続けていくことを条件に、研究室内に木質

構造解析研究チームを発足させました。当初は本当に小人数でしたが、

彼が大学院修士課程を卒業した後も、後を引き継いで伊藤浩之氏、中尾

将己氏が研究を続けてくれました。昨年度は、木造研究チームは 4人と

なり、解析可能な木質構造要素や接合部も徐々に増加しています。平面

骨組ならばかなりの構造形態に対応できるようになったと思っていま

す。未だ、SPACEが木質構造解析用システムとして十分とは言い難いし、

バグが含まれていることに対する懸念もあります。多くの批判を受ける

ことを覚悟しつつ、今後の開発に期待して頂いて、不十分な点をお許し

頂きたいと思います。 

なお、SPACE に内容についてご意見・ご希望がございましたら、メー

ルでお知らせ下さい。今後の開発に役立たせて頂きたいと思います。 

 

2006 年 6 月 1 日 

村田 賢  

 

 


